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図1．異状死体から採取した脳脊髄液及び血清のザイモグラム
 0.1％ゼラチン基質を用いたザイモグラフィーにおいて，脳脊
髄液 (CSF)及び血清からMMP-2 (プロ酵素，活性化型 ) 及び
MMP-9 (プロ酵素，活性化型 ) が検出された．CSF1及び
CSF2は，場所を決めて各々の異状死事例 (向かって左から焼
死，交通事故死及び急性肺出血 ) 毎に頭蓋内の定点から採取
された脳脊髄液である．
